
平成27年度一般会計予算

1,590億6千万円を可決
平成27年第1回定例会は、下記の日程により24日間の会期で開催しました。
市長が施政方針と新年度予算の大要を示し、これに対し各会派の代表者が総括
質疑を行いました。委員会での審査の後、議案71件は、いずれも原案のとおり
可決、同意しました。また、24人の議員が一般質問を行いました。

2/24 議案上程、市長施政方針　ほか
2/25 議案の提案説明　　
2/26 総括質疑　　*詳しくはP4

2/27・3/2〜3/4 一般質問　　*詳しくはP5〜
3/9〜3/12・3/16 委員会審査　*詳しくはP3

3/19 付託された議案等の委員長報告〜議決　ほか

平成27年度 予算の主な内容　—市長施政方針より—

すべての学校の耐震化率を100パーセントに 24億6,694万円 高齢者あんしんセンターを26ヶ所に設置 3億9,520万円
小・中、特別支援学校、附属高校等の耐震補強工事を実施 お年寄りが相談に来る体制から、訪問する体制へ

農業の商品開発やPR活動などを支援 1億円 24時間365日の小児救急医療体制を整備 6,000万円
新品種や新商品の開発普及宣伝活動及び6次産業化等を総合的に支援 市内医療機関の救急医療体制を整備

渋谷ヒカリエでシティプロモーションを開催 3,000万円 倉賀野古商家おもてなし館を開館 634万円
ビジネス誘致施策として、本市のブランド力向上のためのプロ
モーションを実施

寄附を受けた古商家を改修し、中山道を散策する観光客の憩い
の場として開館

上
こう

野
ずけ

三
さん

碑
ぴ

の世界記憶遺産登録を推進 700万円 防犯カメラとごみステーション見守りカメラを設置 1,758万円
世界記憶遺産登録実現に向けてPR活動を実施 犯罪防止とごみの適正排出を目的に設置

放課後児童クラブの第3子以降の保育料を無料に 6,000万円 観音山公園（カッパピア跡地）の整備 5億8,880万円
子育て支援として多子世帯の負担を軽減 ドイツのケルナー遊具やプールを整備

特 別 会 計 予 算 額
国民健康保険事業 436億3,169万円
介護保険 308億3,949万円
牛伏ドリーム
センター事業 1億1,803万円

母子父子寡婦
福祉資金貸付事業 7,418万円

後期高齢者医療 40億7,309万円
簡易水道事業 1億2,314万円
農業集落排水事業 1億5,352万円
駐車場事業 4億7,049万円
土地取得事業 8億3,579万円

計 803億1,942万円

企 業 会 計 予 算 額
水道事業 101億9,564万円
公共下水道事業 144億3,385万円

歳 出歳 入

その他
161億1,129万円
地方消費税交付金、繰入金、
施設利用料など

公債費
126億4,077万円
借入金の返済など

その他
176億5,000万円
予防注射、ごみ処理、消防、
農林業、議会など

市税
575億4,647万円
市民税、固定資産税など

民生費
493億7,148万円
生活保護や児童手当、
医療費助成など

諸収入
282億772万円
事業者への貸付の
返済金など

商工費
264億276万円
商工業事業者貸付金、
観光支援など

教育費
167億1,210万円
小・中学校関係費など国県支出金

280億5,552万円
特定の事業に対して
国や県が支出するお金

土木費
233億6,540万円
道路、橋、公園などの
建設費や修繕費など

市債
138億3,900万円
借入金

総務費
129億1,749万円
施設の維持管理経
費など

地方交付税
153億円
自治体間の不均衡を
是正するため国から
交付されるお金

一般会計予算歳入歳出

歳入・歳出額　1,590億6,000万円（前年比 2.5％増）

平成27年 第1回定例会
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新年度予算を各委員会で審査しました。
質疑・答弁の一部を掲載します。委 員 会 審 査

総 務 教 育 常 任 委 員 会

市 民 経 済 常 任 委 員 会

都 市 集 客 施 設 調 査 特 別 委 員 会

保 健 福 祉 常 任 委 員 会

建 設 水 道 常 任 委 員 会

質疑　中学生休日学習相談ステーションの内容と会
場数は。
答弁　日曜日の午後に４時間程度、英語を中心とし
た学習相談を行い、各支所地域に１か所、旧市内に
３か所の合計９か所を公民館等に設置する。
質疑　気になる子対策の対象となる幼稚園児の割合
と１人当たりの補助額は。
答弁　きめ細かな支援を必要としている園児を約5％
程度と捉え、1人当たりでは月額1万円程度と考え
ている。

質疑　ごみステーション見守りカメラの設置理由と
内容は。
答弁　マナー違反や事業系ごみなどが頻繁に出され
困っているとの話があり、小学校区に各１台と予備
10台の計68台のカメラ設置を予定している。
質疑　プレミアム付商品券事業の内容は。
答弁　市内の商店やスーパーで利用できる500円券
26枚綴りの商品券を１万円で販売し、プレミアム
率30％、総額13億円を予定している。

質疑　文化芸術センター建設事業の用地買収費と物件移転補償費の内容は。　
答弁　建設敷地に隣接する２軒の費用である。
質疑　予算の中に備品等の項目がないが、どのように整備するのか。
答弁　現在の事業費には備品等を入れていないが、今後何を購入し、何をレンタルするのか、よく協議し精査したい。

質疑　赤ちゃんと保護者に絵本を贈るブックスター
ト事業の実績と具体的な効果は。
答弁　参加者は平成24年度2,041人、25年度2,880
人、26年度2月末2,683人となっており、保護者に
好評でリピーターも増えている。
質疑　認知症初期集中支援推進事業の内容は。　
答弁　専門スタッフとサポート医による支援チーム
が、６か月間集中支援を行い、適切な医療や介護サー
ビスにつなげるものである。

質疑　スマートインターチェンジ周辺整備事業の内
容は。
答弁　地区内を流れる井野川による地域分断解消の
ため、橋

きょう

梁
りょう

工事を行う。
質疑　観音山公園（カッパピア跡地）整備工事の内
容と来年度の進捗予定は。
答弁　プール、管理棟、ケルナー広場及び周辺道路
等の整備を行う。進捗率は84％となる予定である。
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